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異常産ワクチンを接種する季節が近づいてきました！

感染

四肢の湾曲を示す
流産胎子

神経症状(眼球振とう)、
起立不能を示す子牛妊娠牛

ヌカカなどの吸血昆虫によって
アルボウイルスが運ばれます。

・ アカバネ生ワクチン・3種混合ワクチン共に、ワクチンの効果は１年間です。
・ ウイルスに対する免疫が低い若齢の母牛(未経産～３産)は予防接種を毎年する

ことをおすすめします。
・接種対象外の牛
分娩１ヶ月前、妊娠鑑定前(種付け後１ヶ月以内)、治療中

予防注射の申し込み先
・ 宮古島市の方は市畜産課へ （TEL：79-7814）
・ 多良間村の方は産業経済課へ（TEL: 79-2503 ）

問い合わせ先
宮古家畜保健衛生所
（TEL： 72-3321）

牛に流行性異常産を引き起こすアルボウイルスは、吸血昆虫
（ヌカカ）によって媒介され、夏から秋にかけて流行します。病気
としては、「アカバネ病」、「アイノウイルス感染症」、 「チュウザン病」
があります。いずれの病気も治療法がなく、子牛の価値が失われる
ため、大きな損害となります。これらの病気は全て、ワクチン接種で
予防することができます。このため、ヌカカが飛び始める前、今の時期
にワクチン接種をして、発生を防ぎましょう。

ワクチン 予防できる病気 接種について
アカバネ生ワクチン

(900円) アカバネ病 年1回の接種

3種混合不活化ワクチン
(1400円)

アカバネ病
アイノウイルス感染症
チュウザン病

初めての場合は、
１ヶ月後に２回目の接種が必要


